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新 年 の ご 挨 拶

社会福祉法人せたな町社会福祉協議会

会 長 佐々木 秀 雄
新年明けましておめでとうございます。

皆さまには、お健やかに希望に満ちた新年をお迎えられたこととお慶び申し上げます。

さて、昨年師走の衆議院選挙は、自民党の圧勝により政権復帰へ、民主党は選挙前勢力の 3 分 1 以下とな

り、平成 10 年の結党以来最悪の結果となりました。また、道内の小選挙区全敗は、結党以来初めてと報道さ

れています。

有権者の皆さんは、景気対策や社会保障、雇用など、生活に関わりの深いテーマを最重視していたようで

す。

東日本大震災の被害者は、今なお 30 万以上の方が避難生活をしています。いずれにしても、政治の停滞は

許されません。福島原発からの復興を含め経済再生を重ね合わせて実現性のある政策を加速させてほしいと

願うものです。

さて、せたな町社協では、日頃より町民の皆さまには社協会費、愛情銀行、赤い羽根共同募金（せたな町共

同募金委員会）等への善意のご寄付と、当会事業の運営各般に亘り、特段のご理解とご支援を賜り、衷心より

厚くお礼申し上げます。

とりわけ 3 区一元的には、各種事業の継続と福祉団体（老人クラブ連合会･身体障害者福祉協会･母子寡

婦会･手をつなぐ親の会）の事務委託の継続支援に努めて参ります。

道南の人口減少が加速している中、平成 24 年 4 月 1 日現在の町の人口は、9,417 人（合併後、1,331 人の

減）高齢化率は、37.77％（うち、大成区は 48.05％）台に達し、町内においても近き将来、限界集落（65 歳以

上の高齢者が人口の 50％以上を占める集落）が散在する助け合いの限界が押し寄せ、地域の機能低下が大

変心配されるところです。現に、町内会組織がない地域も存在しています。

このように超高齢化社会が一層進展していることから、｢安心･安全をめざして、地域の支え合いと絆づくり｣

を、町内会主体に小単位とする地域福祉活動（要援護高齢者等の見守り･サロン活動）を住民･ボランティア

組織と連携･協働して、地域平準化による｢仕組み｣づくりを、社協が中心となって構築し、町内全域に拡大し

て参らなければなりません。

そのためには、福祉活動への参加意識の高揚･啓発と担い手の養成確保に視点をおくことが重要でありま

す。

社協は、限られた財源のなかで引き続き極めて厳しい予算状況にありますが、今年も役職員一同、一丸とな

って｢誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり｣の実現を基本理念に、地域の福祉課題･生活課

題等の解決とその支援のため誠心誠意努力をして参りますので、変わらぬご協力を心よりお願い申し上げま

す。
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４ 日 （ 火 ） 第 ９ 回 調 整 ・ 推 進 会 議 （ 社 協 職 員 ）

５ 日 （ 水 ） ケ ア サ ー ビ ス 検 討 会 議 （ 大 成 区 ）

７ 日 （ 金 ） 第 2 回 檜 山 管 内 町 社 協 会 長 ･事 務 局 長 会 議

       地 域 福 祉 実 践 計 画 策 定 推 進 会 議 （ 江 差 町 ）

１ ２ 日 （ 水 ） 社 会 福 祉 法 人 新 会 計 基 準 研 修 会 （ 函 館 市 ）

１ ３ 日 （ 木 ） 第 3 回 せ た な 町 身 体 障 害 者 福 祉 協 会 役 員 会

                   （ 北 檜 山 区 ）

１ ４ 日 （ 金 ） ふ れ あ い サ ロ ン “ ぷ ら っ と ”（ 瀬 棚 区 ）

１ ８ 日 （ 火 ） 第 3 回 せ た な 町 社 会 福 祉 協 議 会 評 議 員 会

       第 ２ 回 せ た な 町 共 同 募 金 委 員 会 評 議 員 会

１ ９ 日 （ 水 ） ケ ア サ ー ビ ス 検 討 会 議 （ 大 成 区 ）

２ ７ 日 （ 木 ） 社 協 だ よ り 33 号 発 行

２ ８ 日 （ 金 ） 仕 事 納 め

◆第２四半期監事監査◆
（平成２4 年７月～９月迄）

・と き  平成２4 年１０月 31 日（水）

・ところ  北檜山総合福祉センター

・監査人  社協監事 ２名

・内 容  各会計並びに運営状況について

・結 果  適正に 運営されていると認められ

ました。

◆第３回社協 評議員会･第 2 回共同募 金評議員会◆

・と き 平成２4 年１2 月 18 日（火）

・ところ 北檜山総合福祉センター

下記の事項について審議され、原案通り承認さ

れました。

○ せ た な 町 社 会 福 祉 協 議 会 理 事 の 補 欠 選 任 に つ

いて

○ せ た な 町 共 同 募 金 委 員 会 理 事 の 補 欠 選 任 に つ

いて

と き：10 月 17 日(水)

ところ：函館市

はこだて療育･自立支援センター

参加者：２５名

利用定員：１２６名

せたな町手をつなぐ親の会は、視察研修を行いました。
当施設は鉄筋コンクリート造 2 階建てで（4,588.20m2）、通所による障がい児･者の福祉を

増進する施設として、平成 24 年 4 月から運営を開始しています。利用者は日常生活療法や社
会適応訓練 、作業訓練等を行いながら、自立生活を目指 しております 。又、発達障がい者 の専

門医を常勤配置しながら、発達障がいに関する療育体制の強化を図っているとのことです。

７ 日 （ 月 ） 仕 事 始 め

第 １ ０ 回 調 整 ・ 推 進 会 議 （ 社 協 職 員 ）

９ 日 （ 水 ） ケ ア サ ー ビ ス 検 討 会 議

１ ５ 日 （ 火 ） 平 成 24 年 度 ﾎｰﾑﾍﾙﾌ ﾟｻｰﾋ ﾞｽ事 業 経 営 ｾﾐﾅｰ

                    （ 札 幌 市 ）

１ ６ 日 （ 水 ） 社 協 運 営 会 議 （ 正 副 会 長 ）

１ ９ 日 （ 土 ） せ た な 町 身 体 障 害 者 福 祉 協 会 交 流 事 業

２ ５ 日 （ 金 ） 第 4 回 せ た な 町 社 会 福 祉 協 議 会 理 事 会

       第 3 回 せ た な 町 共 同 募 金 委 員 会 理 事 会

２ ６ 日 （ 土 ） ケ ア サ ー ビ ス 検 討 会 議

３ ０ 日 （ 水 ） 平 成 24 年 度 第 3 四 半 期 監 事 監 査



【 金 銭 預 託 】                    （順不同・敬称略）

住所 寄付者名 寄付金額 備     考

北檜山区 大 関 昭 100,000 円 妻が生前お世話になったお礼として

〃 大 関 昭 夫 20,000 円 母が生前お世話になったお礼として

〃 大 関 昭 夫 100,000 円
母が生前お世話になったお礼として
（ 特 別 養 護老 人 ホ ーム き た ひや ま 荘 へ指 定 寄 付）

〃 斉 藤 喜 美 50,000 円 夫が生前お世話になったお礼として

〃
北檜山 ミドルライオン
代 表 北 川 泰 弘

13,900 円 チャリティーゴルフコンペの益金の一部を

〃 矢 部 末 吉 30,000 円
母が生前お世話になったお礼として
（ 特 別 養 護 老 人ホ ー ム きた ひ や ま荘 へ 指 定寄 付 ）

〃 矢 部 末 吉 20,000 円 母が生前お世話になったお礼として
（ 地 域 密 着 型 小 規 模 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム せ た な 雅 荘 へ 指 定 寄 付 ）

〃 小 澤 ヱ イ 子 30,000 円 夫が生前お世話になったお礼として

〃 匿 名 1,500 円 社会福祉推進のため

〃 匿 名 29,211 円 社会福祉推進のため

〃 北 檜 山 老 人 ク ラ ブ 5,218 円 社会福祉推進のため

〃 多 田 幸 司 50,000 円 父が生前お世話になったお礼として

〃 匿 名 3,000 円 社会福祉推進のため

〃 佐 藤 隆 子 50,000 円 夫が生前お世話になったお礼として

〃 社 団 法 人 北 部 檜 山 医 師 会 30,000 円 社会福祉推進のため

瀬棚区 愛のふれあい訪問グループ 5,000 円 リサイクルバザー収益の一部として

〃 大 島 幸 明 30,000 円 妻が生前お世話になったお礼として

〃 武 山 正 悦 50,000 円 母が生前お世話になったお礼として

大成区 三 上 サ ツ エ 20,000 円 夫が生前お世話になったお礼として

〃 軍 恩 連 大 成 支 部 22,325 円 組織の解散に伴う余剰金を社会福祉事業へ

合 計 660,154 円 累計：1,438,509 円

貸 付 資 金
道社協生活福祉資金 町社協応急生活資金

件 数 金 額 件 数 金 額

北 檜 山 区 ― ― ― ―

瀬 棚 区 ― ― ２件 100,000 円

大 成 区 ― ― ― ―

合 計 ― ― 2 件 100,000 円

皆様からいただいた温かいご厚志に心より感謝申し上げます。
～ 平成 2４年 10 月 16 日～平成 2４年 12 月 15 日受付分 ～

【 物 品 預 託 】                   （順不同・敬称略）

住 所 氏 名 物 品 名 住 所 氏 名 物 品 名

北檜山区
北 檜 山 中 学 校

生 徒 会

ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ ッ プ ･

プ ル タ ブ
北檜山区 内田建設株式会社 ペットボトルキャップ･古切手

〃 グ リ ー ン パ レ ス ペットボトルキャップ･プルタブ 〃 太 櫓 婦 人 会 清 拭 タ オ ル

〃 菱 田 と う ふ 製 麺 店 ペ ッ ト ボ トル キ ャ ップ 〃 公明党ひまわりグループ ペットボトルキャップ･プルタブ･古切手･古カード

〃 日 置 明 子 ペットボトルキャップ･プルタブ 〃 加 藤 好 市 ペットボトルキャップ･プルタブ

〃 岩 田 キ ヨ ノ ペットボトルキャップ･プルタブ･古切手 〃 こ ん ど う 美 容 室 古 切 手

〃 新 家 子 和 幸 プ ル タ ブ ･古カ ー ド ･古 切 手 〃 城ｹ端建設株式会社 ペットボト ルキャ ップ･プルタ ブ･古切手

〃 林 郁 夫 古 切 手 瀬棚区 瀬 棚 老 人 ク ラ ブ ペットボトルキャップ･プルタブ

〃 木 村 卓 未 ペットボトルキャップ･プルタブ 〃 ふ れ ん ど ペットボトルキャップ･プルタブ

〃 イ エ ロ ー パ レ ス ペットボトルキャップ･プルタブ 〃 瀬 棚 小 学 校 ペットボトルキャップ･プルタブ

〃 北檜山町農協ガソリンスタンド ペットボトルキャップ･古カード 〃 瀬 棚 保 育 所 プ ル タ ブ

〃 せ た な 町 母 子 寡 婦 会 ペットボトルキャップ･プルタブ･古カード･古切手 〃 紺 谷 正 治 古 切 手 ･マ ッチ （ 箱 ）

〃 遠 藤 京 子 古 切 手 大成区 大成まちづくり会議 ペットボトルキャップ･プルタブ･古切手

〃 北 檜 山 老 人 ク ラ ブ ペットボトルキャップ･プルタブ･古カード･古切手 〃 久 遠 郵 便 局 ペットボトルキャップ･プルタブ･古切手

〃 金 谷 理 江 タ オ ル 〃 せ た な 町 大 成 総 合 支 所 ペットボトルキャップ･プルタブ

※ 今回、スペースの関係上匿名 の方につきましては、内容等省略させて頂きます事をご了承願います。

平成 24 年 10 月 16 日～

平成 24 年 12 月 15 日迄

受 付 分

             

                        こ の 会 議 は 、 地 域 住 民 の 福 祉 課 題 ･生 活 課 題 等 の            

                              解 決 に 向 け た 様 々 な 実 践 事 例 を 通 じ て 、支 援 ネ ッ ト

ワ ー ク の 構 築 と ｢安 心 ･安 全 ･福 祉 の ま ち づ く り 活 動 ｣の 推 進 を 図 る こ と を 目 的 に 開 催 し て い ま す 。

今 回 は 、 開 会 前 に 平 成 24 年 度 檜 山 地 区 町 社 協 連 絡 協 議 会 会 長 表 彰 が あ り 、 社 会 福 祉 事 業 功 労 者 と し て 管 内 町 23 名

（ う ち 、 せ た な 町 12 名 ） の 方 々 が 受 賞 さ れ ま し た 。

当 町 受 賞 者 の 紹 介

｢社 協 役 員 又 は 民 生 児 童 委 員 と し て 、 在 職 年 数 10 年 以 上 で 功 績 顕 著 な 方 と し て 表 彰 。 ｣

･瀬 棚 区   川 口   護 氏 、 工 藤 芳 江 氏 、 熊 野 主 税 氏 、 新 保 静 夫 氏

      鵜 入 泰 宏 氏 、 高 橋 利 治 氏 、 天 満 フジ子氏 、 尾 形 洋 子 氏

･大 成 区   桝 田 道 廣 氏 、 光 銭 昌 弘 氏

･北 檜 山 区 一 入 陽 一 氏 、 板 垣 洋 子 氏

表 彰 後 、 会 議 内 容 と し て 、 札 幌 市 社 会 福 祉 協 議 会 地 域 福 祉 係 長 の 佐 藤 和 人 氏 か ら ｢地 域 か ら 孤 独 死 を な く す た め に ～

今 、 あ な た に で き る こ と ～ ｣と 題 し 、 講 演 が 行 わ れ ま し た 。

同 氏 か ら 、 今 年 １ 月 に 札 幌 白 石 区 で 40 代 の 姉 と 知 的 障 害 の あ る 妹 が ｢孤 立 死 ｣し た 問 題 を 中 心 に 、 2 人 の 死 を き っ か

け に 同 区 の 自 治 会 組 織 が 高 齢 者 等 地 域 住 民 の 見 守 り 、 安 否 確 認 な ど の 活 動 支 援 を 始 め た 話 や 、 市 社 協 の 役 割 ･他 区 で の

民 生 児 童 委 員 の 訪 問 活 動 の ほ か 、｢見 守 り ｣の コ ツ 等 活 動 の 働 き か け に つ い て 、 指 南 的 な 話 し を さ れ 、今 後 に お け る 町 内

高 齢 者 等 の 支 え 合 い 活 動 支 援 に 大 変 役 立 っ た 会 議 で し た 。

こ の 研 修 会 は 、 社 協 理 事 ･監 事 ･評 議 員 及 び 職 員 が 社 協 本 来 の 役 割 ･使 命 の 認 識 を 高 め る

ほ か 、 住 民 の 立 場 に 沿 っ た 組 織 運 営 の 確 立 を 目 的 に 、 3 年 計 画 （ 平 成 23 年 度 ～ 平 成 25

年 度 ） に よ り 開 催 し て い る も の で す 。

今 年 度 は 、北 海 道 共 同 募 金 会 事 務 局 長 の 天 羽 啓 氏 を 講 師 に 迎 え ｢共 同 募 金 運 動 を と り ま く

情 勢 に つ い て ｣と 題 し て 、 講 義 を い た だ き ま し た 。

講 義 の 内 容 で は 、 赤 い 羽 根 共 同 募 金 運 動 が 今 年 で 66 年 目 を 迎 え た な か 、 東 日 本 大 震 災

の 影 響 が 懸 念 さ れ た 平 成 23 年 度 の 運 動 も 歳 末 た す け あ い を 合 わ せ た 全 道 の 実 績 総 額 が 、

約 8 億 6 千 6 百 万 と な り 、 前 年 度 を 1 千 万 ほ ど 下 回 っ て 1.2 ボ イ ン ト の 減 に 止 ま っ た ほ

か 、 市 町 村 単 位 で は 、 む し ろ 前 年 度 を 上 回 っ た 町 が 大 幅 に 増 加 し た 話 し を さ れ ま し た 。

ま た 、 皆 さ ん か ら の た く さ ん の 募 金 が 、 ｢ 今 日 の 社 会 福 祉 を 支 え て い る ｣話 し や 、 全 国 ･

道 内 各 地 で の ア イ デ ア を 駆 使 し た 取 り 組 み 事 例 に つ い て 具 体 的 に 話 さ れ 、 出 席 者 一 同 、 熱

心 に 聞 き 入 り 大 変 有 意 義 な 研 修 で し た 。

と き ： 1０月 ３ ０ 日（ 火 ）

と こ ろ ： 今金 町 町 民セ ン タ ー

主 催 ：北海道社会福祉協議会 檜山地区事務所

    檜山 地 区 町社 協 連 絡協 議 会

参 加 者 ：１ ０ ０ 名 （う ち 、 せた な 町 ２９ 名 ）

と き：11 月 29 日（木）

ところ：北檜山総合福祉センター

主 催：せたな町共同募金委員会

参加者：22 名

〈佐々木秀雄会長より授与〉


